
3.11東日本大震災の衝撃によって、大きく方向転換することとなった分野は
様々にあります。中でもエネルギー分野は、その変化の大きさに国も自治体も
国民一人一人も、未だ暗中にあると言えると思います。
しかし日本の真の復興は、このエネルギー問題の解決にあるといっても過言で
はありません。「温暖化対策」の視点からも、次世代のエネルギー開発と実用
化に向けた動きは加速させなければならず、実際に横浜市を含む各機関の施策
は着々と進められています。
今回は、次世代エネルギーのホープと目される「水素エネルギー」と、さらにそ
の先にある「凝縮核融合」の研究者として世界をリードされている岩村康弘教
授を迎え、研究の最先端と、私達の暮らしへの実用化についてお話をいただき
ます。また、横浜市「温暖化対策統括本部」からは、気候変動による課題、横
浜市の方針等を伺います。
この度の勉強会を計画する中で、栄区在住である岩村教授とは、地域の繋がり
の重要性やエネルギーの地産地消への夢など、生活に密着する話題についても
盛り上がりました。
専門性と実用性の橋渡しを実現してくださる研究者として魅力溢れる岩村教
授のご講演を楽しみにご参加下さい。

12月11日（日）「エネルギーについて」に（ ご出席・ご欠席 ）します。
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事務連絡

講師
岩村康弘 氏 プロフィール

 1961 福岡市生まれ
 1985 東京大学工学部原子力工学科 卒業
 1990 東京大学工学系大学院 原子力工学

専攻 博士課程終了 工学博士
 1990 三菱重工業（株）基盤技術研究所

☆以来、プラズマ利用技術、中性子を利用
した爆発物検知技術、凝縮系核科学に関
する研究、研究企画・管理業務に従事。

 2004 国際凝縮系核科学会（ISCMNS）よ
りGiuliano Preparata Medal受賞

 2015 東北大学電子光理学研究センター凝
縮系核反応共同研究部門 特任教授

☆最近は凝縮系核科学を利用した新水素
エネルギー技術開発に取り組む。

初めての方もご参加いただけます

栄公会堂  ２F会議室

エネルギーに
温暖化対策のための新水素エネルギー技術開発

つ てい

横浜市温暖化対策統括本部から
横浜市温暖化対策統括本部
調整課企画担当課長　澤木 勉


